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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建物天井に水平に吊り下げられた野縁受け材と、
　上記野縁受け材の下部に、この野縁受け材と交差する方向に配置される天井の野縁材と
、
　上記野縁材を取り付ける接続部が下部に設けられた縦板状の基板部、及びこの基板部か
ら上記野縁受け材の上部を経て、この野縁受け材の側部にいたる爪片部を有し、上記野縁
材を上記野縁受け材に取り付けるクリップと、
　上記野縁受け材に取り付けられる上記クリップの基板部及び爪片部を、上記野縁受け材
とともに挟む状態で保持するクリップ保持具と、を有し、
　上記クリップ保持具は、上記野縁受け材の一方の側部に被される上記クリップを狭持す
る一方の縦板部、野縁受け材の上面部を被う上記クリップの上部に位置する上板部、野縁
受け材の他方の側部を保持する他方の縦板部を有し、この他方の縦板部には下方から内側
に屈曲する２つの係合部が設けられ、上記一方の縦板部には止着具を螺着して圧着固定す
るための螺子孔が設けられたことを特徴とする天井下地部材の取付け構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、天井ボードを固定する天井下地部材の取付け構造に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来、特許文献１に記載の天井下地部材の取付け構造は図５に示すように、建物天井の
下地に用いられる天井の野縁材２を、ハンガー４によって吊り下げられた野縁受け材６に
クリップ８を用いて係止する構造であり、この野縁材２にビス等を用いて内装材としての
天井ボード１０を取付ける。
【０００３】
　上記野縁材２は、略チャンネル形状の長尺材であり、この両側板部の上端は、緩く内側
方向から下方向きに折曲した屈曲部１２，１２が向かい合う状態で形成されている。上記
クリップ８は図６に示すように、縦状の基板部１４の下部の両側に上方に向けて屈曲形成
された係止片１５が形成されている。基板部１４の上端部には、３本の爪片からなる爪片
部１６が横向きに屈曲形成されている。
【０００４】
　上記野縁受け材６と野縁材２が交差した位置において、野縁材２の屈曲部１２，１２に
クリップ８の係止片１５を係止させ、かつこのクリップ８の基板部１４を野縁受け材６の
側部に当てた状態で、野縁受け材６の上面部の上部に配置される爪片部１６を、野縁受け
材６を囲む状態で下方に折り曲げて、野縁受け材６に固定する。このようにクリップ８は
、野縁材２を野縁受け材６に取り付ける時に、クリップ８の爪片部１６を折り曲げること
で容易に取り付け作業が行える。
【０００５】
【特許文献１】特開平１１－１９００９２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　さて、上記天井下地部材の取付け構造では、上記クリップ８の爪片部１６を折り曲げて
クリップ８を野縁受け材６に係着させる構造であるため、地震等の揺れにより上記爪片部
１６の折り曲げた係着箇所が緩み、このため揺れの程度によってはクリップ８が野縁受け
材６から外れるおそれがあるという問題があった。
【０００７】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、揺れ等の振動に対しても十分な強
度が維持できる天井下地部材の取付け構造を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　以上の技術的課題を解決するために、本発明に係る天井下地部材の取付け構造は、図１
，２に示すように、建物天井に水平に吊り下げられた野縁受け材６と、上記野縁受け材の
下部に、この野縁受け材と交差する方向に配置される天井の野縁材１８と、上記野縁材を
取り付ける接続部４０が下部に設けられた縦板状の基板部３８、及びこの基板部から上記
野縁受け材の上部を経て、この野縁受け材の側部にいたる爪片部４２を有し、上記野縁材
を上記野縁受け材に取り付けるクリップ２０と、上記野縁受け材に取り付けられる上記ク
リップの基板部及び爪片部を、上記野縁受け材とともに挟む状態で保持するクリップ保持
具２２と、を有する構成である。
【０００９】
　本発明に係る天井下地部材の取付け構造において、上記クリップ保持具２２は、上記野
縁受け材の一方の側部に被される上記クリップを狭持する一方の縦板部４６、野縁受け材
の上面部を被う上記クリップの上部に位置する上板部４４、野縁受け材の他方の側部を保
持する他方の縦板部４８を有し、この他方の縦板部には下方から内側に屈曲する２つの係
合部５４が設けられ、上記一方の縦板部には止着具を螺着して圧着固定するための螺子孔
５６が設けられた構成である。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係る天井下地部材の取付け構造によれば、野縁受け材の下部に交差する方向に
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配置される野縁材、縦板状の基板部及び爪片部を有し野縁材を野縁受け材に取り付けるク
リップ、このクリップを野縁受けとともに挟む状態で保持するクリップ保持具を有する構
成を採用したから、クリップの保持が確実に行え、地震等による揺れ、振動によってもク
リップが野縁受け材から外れることがなく、また取り付けも簡単で天井下地部材の取付け
が強固に行えるという効果がある。
【００１１】
　本発明に係る天井下地部材の取付け構造によれば、縦板部の下方から内側に屈曲する係
合部及び止着具を螺着して圧着固定するための螺子孔を設けたから、クリップ保持具の装
着が確実に行え、クリップの保持が安定するという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明に係る天井下地部材の取付け構造の実施の形態を図面に基づいて説明する
。
　図１は、天井下地部材の取付け構造を示したものであり、天井に吊り下げられた水平状
の野縁受け材６、この野縁受け材６とは直交方向に配置される天井の野縁材１８、野縁材
１８を野縁受け材６に取り付けるクリップ２０、さらにこのクリップ２０を保持するクリ
ップ保持具２２及びビス２４を有する。
【００１３】
　上記野縁受け材６は、上面部２６、側面部２８及び下面部３０を有するチャンネル状（
断面コの字）の長尺材であり、鋼板又はステンレス板からなる。上記野縁材１８は、略チ
ャンネル形状の長尺材であり、これは底部３２とこの底部３２の両側端から立ち上がる左
右の側部３４，３４を有し、両側部３４，３４の上端には、それぞれ内向きから下方に向
け鉤状に屈曲する屈曲部３６，３６が向かい合う状態で形成されている。この野縁材１８
の材料としては、鋼材或いは軽量金属等が用いられる。
【００１４】
　上記クリップ２０は図２に示すように、縦向きの基板部３８、この基板部３８の下部の
両側に上方に向けて屈曲形成された係止片４０，４０、及び基板部３８の上端部には、２
本の爪片を有する爪片部４２が横向きに屈曲形成されている。また上記基板部３８の中央
部付近は、補強のためのリブが膨出形成されている。上記係止片４０，４０は、野縁材１
８の屈曲部３６，３６に係着するクリップ２０の接続部として機能する。
【００１５】
　上記クリップ保持具２２は図１，３に示すように、野縁受け材６の上面部２６の上部を
被う上板部４４、この上板部４４の一方側から下方に屈曲形成された一方の縦板部４６、
上記上板部４４の他方側から下方に屈曲形成された他方の縦板部４８を有する。上記他方
の縦板部４８の下部には、それぞれ左右の部位から下方に延設され、さらに内側に鉤状に
屈曲した係合片５２を有する係合部５４，５４が設けられている。
【００１６】
　そして、上記係合部５４，５４間には、所定の幅（Ｗ）の開口部５０が形成されている
。この開口部５０の幅（Ｗ）の寸法は、上記野縁材１８の幅寸法より広く、ここでは略２
倍に形成されている。これは、上記野縁材１８の２倍の幅寸法を有する野縁材もあるので
、この野縁材を用いた場合であっても、当該クリップ保持具２２の使用が可能なように汎
用性をもたせている。また、上記一方の縦板部４６の中央の下部寄りの位置には、バーリ
ング加工による螺子孔５６が形成されている。
【００１７】
　施工の際には、上記図５に示すように、建物天井から吊り下げられたハンガー４によっ
て、野縁受け材６を掛着し、所定の間隔をおいて平行状かつ水平に上記野縁受け材６を配
設する。そして、上記野縁受け材６と直交する向きに野縁材１８を配置し、クリップ２０
を用いて野縁受け材６に野縁材１８を取り付ける。
【００１８】
　このとき、図２に示すように、クリップ２０の係止片４０を野縁材１８のチャンネル状
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の溝内に突入させ、クリップ２０を回して係止片４０を野縁材１８の屈曲部３６に係止さ
せる。そして、上記クリップ２０の基板部３８を、野縁材１８と交差する野縁受け材６の
側部に当接させ、この状態で野縁受け材６の上面部２６の上部に位置するクリップ２０の
爪片部４２を下方に折り曲げ、クリップ２０を野縁受け材６に固定する。このクリップ２
０の野縁受け材６への固定により、クリップ２０の係止片４０は野縁材１８の屈曲部３６
に突入して係止状態が維持される。
【００１９】
　さらに図１に示すように、上記クリップ保持具２２を、上記野縁受け材６に固定したク
リップ２０の外部を覆う状態で野縁受け材６に被着する。このとき、クリップ保持具２２
をクリップ２０の爪片部４２の上面部方向から挿入し、クリップ２０とともに野縁受け材
６の下面部３０にクリップ保持具２２の係合片５２が入りこむようにして係合する。
【００２０】
　そして、クリップ保持具２２のビス孔５６にビス２４を螺着締結し、クリップ保持具２
２の圧着固定を強固にする。この状態で、クリップ保持具２２の他方の縦板部４８がクリ
ップ２０とともに野縁受け材６の側部を保持し、かつ一方の縦板部４６がクリップ２０と
ともに野縁受け材６の側部を狭持する。また上記ビス２４により、クリップ２０に設けら
れているリブがこのビス２４に当接してクリップ２０が強固に締結される。このクリップ
保持具２２により、クリップ２０の基板部３８及び屈曲された爪片部４２が押圧、拘束さ
れるので、揺れ等の振動によってクリップ２０が野縁受け材６から外れることはない。
【００２１】
　図４は、クリップ保持具２２の他の取り付け形態を示したものである。ここでは、クリ
ップ保持具２２の向きの前後を逆にし、この状態で上記実施の形態と同様に、クリップ保
持具２２をクリップ２０を介して野縁受け材６に被着する。そして、クリップ保持具２２
のビス孔５６にビス２４を螺着締結し、クリップ保持具２２の圧着固定を強固にする。
【００２２】
　このとき、クリップ保持具２２の他方の縦板部４８がクリップ２０とともに野縁受け材
６の側部を保持し、かつ一方の縦板部４６がクリップ２０とともに野縁受け材６の側部を
狭持する。この場合も、クリップ保持具２２により、クリップ２０の基板部３８及び屈曲
された爪片部４２が押圧、拘束され、振動等によってクリップ２０が野縁受け材６から外
れることはない。
【００２３】
　従って、上記天井下地部材の取付け構造によれば、クリップ保持具によりクリップの保
持が安定かつ確実に行えるので、地震等の揺れ、振動によってもクリップが野縁受け材か
ら外れることがなく、また取り付けも簡単で天井下地部材の取付けが強固に行えるという
効果がある。また、上記クリップを用いて野縁材を野縁受け材に取り付けた構造の、既存
の天井下地材の改修補強にも利用することができるものである。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の実施の形態に係る天井下地部材の取付け構造の斜視図である。
【図２】実施の形態に係るクリップの取付け構造を示す図である。
【図３】実施の形態に係るクリップ保持具の斜視図である。
【図４】実施の形態に係り、他の形態のクリップ保持具の取付け構造の斜視図である。
【図５】従来例に係る天井下地部材の取付け構造の斜視図である。
【図６】天井下地部材に用いられるクリップを示す図である。
【符号の説明】
【００２５】
　２，１８　野縁材
　６　野縁受け材
　８，２０　クリップ
　２２　クリップ保持具
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　２４　ビス
　３８　基板部
　４０　接続部（係止片）
　４２　爪片部
　４４　上板部
　４６　一方の縦板部
　４８　他方の縦板部
　５２　係合片
　５４　係合部
　５６　螺子孔

【図１】 【図２】
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【図４】

【図５】

【図６】
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